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日本農業気象学会（２０１９）

気象環境が茶生産に及ぼす影響

静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

世界の茶生産量の推移

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

世界的には、茶の生産量は緑茶に関心が高まり、
毎年10～１５万t程度づつ増加している。

世界における茶の生産量の推移

茶の機能性(カテキン)に関する論文数の推移
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A minority race in China

Darjeeling

Sri LankaKenya Indonesia

世界のチャの栽培地域

India

温暖地、緑茶産地 ；中国種
亜熱帯地、紅茶産地；アッサム種

Tea Belt

北緯45度

南緯45度
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ツバキ属

チャ節（Section Thea）

チャ（C. sinensis (L.) O. kuntze）

中国種（ C. sinensis var. sinensis ）

アッサム種（ C. sinensis var. assamica）

チャの分類
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Average annual temperature(℃) Annual rainfall (mm)

国内茶生産地の年平均気温11.5～18℃。冬季の最低気温ｰ4.1～4.5℃程度。
降水量1500mm以上。茶芽の生育する4～10月に1000mm以上。

日本における茶の栽培適地
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日本の代表的な茶園風景

山間地茶園

積雪下の茶園(秋田県)

一般的な茶園
(可搬型摘採機用茶園)

乗用型摘採機用茶園
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日本国中に
煎茶が普及

ペットボトル
などの普及

緑茶の生産量・消費量などの推移

ｔ

茶産地の推移

2017年度版

明治初期における国別生産量
（全国農産表）

平30．茶関係資料（茶業中央会）

江戸時代には藩内の需要を満たすために全国各地で生産さ
れたが、流通網の整備や経済作物としての位置づけの高ま
りにより、冬季の寒害の少ない関東以南に集約されてきた
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茶栽培の年間スケジュール

茶の新芽と根の生育リズム

チャの新芽の年間の動き

萌芽とは

休眠と萌芽期の品種間差異

茶期間の必要日数と気温との関係

茶樹の主要な気象災害と特徴

気象災害 被害の概要

寒害
初冬や早春にかけて低温や寒風により
引き起こされる被害

凍霜害
萌芽期前後から新芽生育期にかけて低
温により引き起こされる被害

干害
土壌水分不足により生理的機能が失わ
れるために引き起こされる被害

風水害
台風時の集中豪雨や沿岸部での潮風
害、強風により引き起こされる被害

雪害
積雪により雪の重みで枝が裂けたり、折
れたりする被害

ひょう害
降雹により新芽が折損損傷したり幼木園
では落葉したりする被害

茶樹の主要な気象災害と被害の特徴 静岡県内における近年の気象災害による被害



2019/4/4

3

遅霜予報
3月15日から5月10日まで1日2回（昼と夕

方）西部、中部、東部に区切って霜の有
無の予報及び解説をする

新芽の生育と凍霜害予報（静岡県）

①茶業研究センターからは新芽の生育予測
②NHK等のメディアでは遅霜予報が出される

14半面が凍霜による被害

Anti-frost fan

気温の逆転現象を利用して上空
からの暖かい空気を吹き下ろす
サーモスタットは3℃に設定。
萌芽期前15日頃から摘採時まで
稼働。

送風法（防霜ファンによる防霜）
凍霜による被害芽

水が氷結する際の80cal/gの潜熱を放出
するのでチャ芽は0℃前後に保温される。
必要水量は0.9～1.4㎜/時間程度。
付着率50％、散水効率70％の場合、3～
4t/10a必要。6時間散水では20t/10a程
度必要。

散水氷結法（スプリンクラーによる防霜）
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直接被覆

棚式被覆

保温効果は被覆資材により異なるが、断熱
性のあるもので効果が高い。
被覆の高さは60～90cm、保温効果は1～
2℃程度。
直接被覆では効果がない。直接被覆は品質
向上や摘採時期の制御に使用される。

被覆法（被覆資材による防霜） トンネル式被覆

土壌水分の不足により、生理的機
能が失われ、落葉したり、枝が枯
死する。幼木園などでひどい場合
には株全体が枯死する場合もある。

最近増加傾向にある夏場の干害

干害による落葉

暑さによる葉焼け現象

寒害の種類

赤枯れ（凍害） ー12℃以下に長時間さらされた場合に葉が損傷

青枯れ（寒干害） 低温と乾燥による水分不足で枝や葉が枯死

幹割れ（裂傷型凍害） 急激な気温の低下により形成層が凍結し裂傷

冬季の寒害

雪に覆われた茶園
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青枯れ（寒干害）

青枯れ（寒干害） 赤枯れ（凍害）

幹割れ（裂傷型凍害）

冬季の主要な寒害

雪害：雪の重みで枝が裂けたり。
折れたりする

雹害：新芽が降雹にあうと折損したり、
落葉したりする。幼木園では葉がすべ
て落葉することもある

高温害：干害時に気温が急
激に高まった場合などに新
芽が焼けてしまう害。

その他の気象災害

直接被覆と遮光の程度によるアミノ酸含有量(右上)
と葉色の変化(右下)

被覆栽培技術 光や温度環境を調節し、摘採時期の調節、品質
の向上を図る


